
部活動の地域移行に関する課題の整理とスケジュール

目標 兼職・兼業 特業手当 顧問(部活動)
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改
革
推
進
期
間

国

全市町村に
協議会設立

各市町村１部活
地域移行

各学校１部活
地域移行

各学校複数部活
地域移行

実行性のある制度設計
明確な申請・認定方針

運用開始

在り方に
ついて検討

教

職

員

指

導

員なるべく速やかに移行

地域とのつながり

各方面へ丁寧な説明

新環境に向けた
人材・財源確保

（
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宜
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直
し

人材・財源の目途
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的

な

縮

小

域内スケジュールの共有

部活数
の整理

体制を整備することが困難であり，
改革推進期間終了後も休日に学校部
活動を実施する場合には，原則とし
て部活動指導員等による運用とする。

大会の主催者は，大会の引
率を部活動指導員及び外部
指導者が行うことができる
よう，体制を整備する。

（廃止も含めて）

運営団体
実施主体

協議会
（コーディネーター）

各地域の実情に応じた危機管理体制（相談窓口・連絡連携ネットワーク・施設管理・業務管理）

兼職兼業を希望し
ない教職員等が，
やむを得ず兼職兼
業を申請すること
がないよう，本人
の意思を十分確認

生徒
保護者
地域の
ニーズ

進捗の評価・分析Ｒ７末までに休日完
全移行への推進計画


